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決 算 審 査 特 別 委 員 会 会 議 録 

 

開 会  令和５年９月１２日 午前１０時００分 

閉 会  令和５年９月１２日 午後 ２時４１分 

 

◎審査付託事件 

（１） 認定第１号 令和４年度遠別町一般会計歳入歳出決算認定について 

（２） 認定第２号 令和４年度遠別町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定

について 

（３） 認定第３号 令和４年度遠別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認

定について 

（４） 認定第４号 令和４年度遠別町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

（５） 認定第５号 令和４年度遠別町下水道特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

（６） 認定第６号 令和４年度遠別町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

（７） 認定第７号 令和４年度遠別町立国保病院事業会計決算認定について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



会議の経過                       令和５年９月１２日 
委員長 おはようございます。第４、失礼しました。令和４年度遠別町各会計決算審査

特別委員会の開会にあたり一言ご挨拶申し上げます。本特別委員会は令和５年第

７回遠別町議会定例会において付託を受けました。令和４年度遠別町一般会計ほ

か６会計の決算認定について本日から審査を行います。なお、議長並びに議会選

出監査委員を除く議員全員の構成で設置され、不肖、私が委員長に指名されまし

たので、委員長の職務を懸命に努めたいと思います。どうか委員各位におかれま

しては、決算認定の意義について深い思いを持って、真剣な審査に臨んでいただ

きますよう切に念願するものであります。また、町長以下、執行機関、当局並び

に職員の皆様方には審査期間全般を通じて、実のある審査ができますよう、スム

ーズな委員会運営にご協力をお願い申し上げ、開会にあたっての挨拶に代えさせ

ていただきます。 

委員長 議場内が暑くなっていますので、上着を脱いでいただいて結構です。また、発

言の際にはマスクを外し、起立して発言願います。また、会議中私語は慎むよう

お願いいたします。はい、本日の出席委員は６名全員であります、失礼しました、

只今から令和４年度遠別町各会計決算審査特別委員会を開催いたします。 

委員長 本日の出席委員は６名全員であります。定足数に達しておりますので、これよ

り本日の特別委員会を開きます。なお、小森議長においては、地方自治法１０５

条の規定による権限での出席となりますことを報告いたします。 

委員長 本委員会に付託されました、認定第１号、令和４年度遠別町一般会計歳入歳出

決算認定について、認定第２号、令和４年度遠別町国民健康保険特別会計歳入歳

出決算認定について、認定第３号、令和４年度遠別町後期高齢者医療特別会計歳

入歳出決算認定について、認定第４号、令和４年度遠別町簡易水道特別会計歳入

歳出決算認定について、認定第５号、令和４年度遠別町下水道特別会計歳入歳出

決算認定について、認定第６号、令和４年度遠別町介護保険特別会計歳入歳出決

算認定について、認定第７号、令和４年度遠別町立国保病院事業会計決算認定に

ついてを議題といたします。 

委員長 それでは会議を進めてまいります。令和４年度遠別町各会計歳入歳出決算書及

び令和４年度遠別町立国保病院事業会計決算書については、先に配付しておりま

すので、委員の皆さんは内容をよく精査され、質問の要点を取りまとめられてお

られることと思いますが、委員会の審査方法についてお諮りいたします。まず最

初に、令和４年度遠別町各会計歳入歳出決算審査にかかる監査委員の意見書につ

いて質問を受けた後、会計ごとに決算書について質疑、その後にかかる「財産に

関する調書」の質疑を行った後、総括的質疑を受けます。それを各会計で順次行

い、その後、令和４年度遠別町立国保病院事業会計決算審査にかかる監査委員の

意見書について、質問を受け、病院事業会計の決算書について質疑を受け、「財

産に関する調書」の質疑の後、病院事業会計の総括質疑を行うことでよろしいで

しょうか。 

 （「異議なし」との声あり） 

委員長 異議なしと認めます。そのように進めてまいります。 

委員長 令和４年度遠別町各会計歳入歳出決算審査に係る監査委員の意見書について

質疑を受けます。無いようですので、以上で監査委員の審査意見についての質疑

を終わります。次に会計ごとの決算書について質疑を受けます。それでは、認定

第１号、令和４年度遠別町一般会計歳入歳出決算事項別明細書から款を合わせて

歳出から行います。また、説明委員の交代もスムーズにお願いいたします。１款

議会費から２款総務費まで。３１頁から４７頁です。質疑はございませんか。は

い、８番國部委員。 

國部委員 はい、決算書の３４頁ですね、使用料及び賃借料ということで、４７万５，２

００円。これ、ホームページのサーバー利用料だと認識しておりますが、ホーム

ページ、現在、新しくリニューアルするということで、プロポーザルが、の手続

きは進んでるのは承知しておりますが、現在のホームページの利用料が、約５０



万ぐらい４７万かかってるということで、決算がされてるんですけれども、どう

もですね、このホームページの利用に関して、私が監査委員時代に何度か指摘も

ありましたし、議会の中でも、その使い方によって、について質問が、更新され

てないとか、なんとか、いう話があったと記憶しております。で、現在ですね、

見てみると、以前指摘されたところの右側のカレンダーの部分ですか、が、９月

の部分を見ると、モノマネショーのみと、で、その前後は全くないと、これがは

たしてそのホームページを、この４７万何某の有効利用になっているのかってい

う疑問がございます。で、もう１つですね、今タブレットなりなんなりお持ちの

方はトップページを開いていただければあれなんですけれども、その真ん中あた

りに利用料が変わりましたっていうことで、令和２年のリンクがあるんですけれ

ども、それの最初に、入浴料が４５０円というふうに出てるんですけど、今４８

０円、入浴料ですね、公衆浴場の、と認識しております。はたしてですね、こう

いう利用に関して、適正に運用されているのかっていうのは非常に疑問でござい

ます。ちょっとその辺お答えいただきたいと思います。 

委員長 西尾住民課長。 

住民課長  はい、國部委員の質問にお答えしたいと思います。ホームページにつきまして

は、確かに現状ですね、ちょっと古い情報ですとか、更新されてないっていうの

はおっしゃられるとおりでございまして、で、載ってる情報につきましては各課

のですね、課とか、担当課の情報もありますので、その辺の連絡とかですね、更

新についてちゃんとできるようにしたい、これからしていきたいというのもあり

まして、で、今年度ですね、ホームページリニューアルということで、今現在進

めてるところでございますので、その中でですね、適切に、今度更新とかしてい

けるようにですね、改善していきたいと思います、はい。 

委員長  よろしいですか。國部委員。 

國部委員  リニューアルは見てくれというか、その箱・器の話で、更新するのはそのまま

町職員の方がされると思います。で、これ意識を変えないとですね、これ右側の

そのカレンダーに関しては、多分２、３回指摘されてると思うんですけど、指摘

した後ですね、更新は入るんですけど、そのままどんどん減ってってゼロになっ

ていくということが何度も繰り返されてるわけですね、これ、何某かのその意識

改革とですね、あとは管理体制ですかね、例えばその全体をこう眺めてっていう

か、そのチェックする機関というかですね、何かがないとトップページの真ん中

のリンクが既に違う情報出てるっていうのは、町職員ね、７０何名でしたっけ、

いらっしゃって、誰も気づかないんですかっていう疑問になるわけですよ。です

ので、その管理体制というかですね、そういったのをちょっと考え直さなきゃい

けないんじゃないかなと考えているところでありまして、その辺いかがでしょう

か。また意識を変えるっていうだけでは前と同じ感じになってしまうんですと思

うんですが、いかがでしょうか。 

委員長  富士原副町長。 

副町長  國部委員のおっしゃるようにですね、職員の意識を変えていかないと今のホー

ムページ自体の更新についてはですね、それぞれのところで、とりあえず、先ほ

ど課長が言ったように、担当する分については更新している。そこについて、や

はり住民課のメインとなるところが、チェックなり、あと情報化委員会開いて、

そこの中でしっかりチェックしてですね、更新をスムーズにしていく体制を整え

ていきたいと考えておりますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

委員長  よろしいですか。ほかにございませんか。はい、國部委員。 

國部委員  プレミアム商品券、決算書の４１頁、効果表の２３頁ですね、コロナ対策でプ

レミアム商品券事業を行って、と思うんですけれども、今回、２回に分けて、令

和４年ですね、２回に分けて実施されてると思います。で、夏がですね、７月２

４日に発売開始で、翌１２時２０分に完売。冬が１１月１３日に発売開始して、

その日の１５時３５分に完売しているところでですね、どうも手に入らないとい

う意見を聞きます。で、これ２回に分けたのが私としては失敗だったんじゃない

かと思ってまして、結局最初に並ぶ２，０００組ですか、２，０００セット、２，



０００セットが最初に並んだその方が恐らく重複して先に手に入ってると思う

ので、かえってこの世帯カバーというかですね、が下がってると思われるんです

が、その辺についてその事業、この事業どう捉えているか、お聞きしたいと思い

ます。 

委員長  小森経済課長。 

経済課長  はい、こちらについては、昨年、２回に分けて販売させていただきましたが、

遠別町の世帯、１，３０３世帯、令和４年度時点ですね、に対しまして２回を発

行しまして、それぞれ１回目は６８１件、２回目は６７４件と数字的にいきます

と世帯数を上回ってるっていうことは押さえれるんですが、確かに重複も考えら

れるっていうところで、その辺の部分が昨年はちょっとセット数も多かったん

で、２回に分けようっていうところで商工会とも協議しながら行いました。ちょ

っとこの部分、そういう声も聞いておりますので、今年度につい…、新年度って

いうか、今年度につきましては、従来どおりの形になるんですが、それを踏まえ

ながら、また今年度については対応していきたいなと。ただ、数字的にいくと重

複もあるんですが、一定程度、世帯数でいけばカバーできたのではないかなとい

う思いもありながら、令和４年度については、行ったということで考えておりま

す。 

委員長 よろしいですか。國部委員。 

國部委員  延べ世帯数ではそうなってますけれども、想像ではあるんですけれども、恐ら

くそのカバー世帯としては、恐らく減ってると考えられます。で、これが１０年

以上この事業を行っていただいてまして、もう大分定着して、最初のうちはこう

段々、完売まで時間が多少かかってた部分が、もう最近は人気になってる部分も

ありますが、逆にそれで手に入らないとか、買えないとかっていう話が結構来て

おります。で、商工会と恐らく協議してやってると思うんですけれども、一人、

一世帯あたりの購入上限を３セットにしたり、５セットにしたり、４セットにし

たりっていう部分でやってるとは思うんですけれども、ここのですね、世帯をカ

バーするっていう部分とですね、その今の物価高っていう部分を考えてですね、

今後、もうちょっとその世帯をカバーする上での、何て言うんでしょう、補助の

増額ですとかね、そういった見直しの部分も必要ではないかと思うんですけれど

も、いかがでしょう。 

委員長 笹川町長。 

町長  プレミアム商品券の販売方法につきまして、いろんなことを想定しながら、ま

た、いろんな販売方法でこう何年かやってきてるっていうようなことで、國部委

員おっしゃるように、全世帯に行き渡っているのかどうかってことは私自身も確

証はありません。ただやっぱり、段々こう回数重ねるごとに、プレミアム商品券

を使うことによって、買い求めて、それを買い物に使うことによってのメリット

ってのが消費者は見えてきてると、何て言いますか、上限のセットを３セットに

したり、上限をなしにしたりって、いろんなことやってますけども、そういった

プレミアム商品券を買い求めることによっての、何て言いますか、余裕のある方

は結局もう、どうやったらよりメリットが多くなるのかっていうようなことを考

えるっていうようなことに、なってきてるのかなというふうに思います。当初、

このプレミアム商品券を発行したときには、６０歳以上のお年寄りを先にってい

うのは、そういう販売方法を取ったっていう経過があったというふうに私記憶し

ております。それがいろんな形の中で、いろんな何年間の形の中でこう、スタイ

ルが、販売スタイルが変わってきたと、それがそのいいのか、悪いのかっていう

ことについては、私どもも完全に掌握してるわけではありません。ただやっぱり、

商工会との協議の中で、どんな形の、どこまでどんな協議をされたのかっていう

のがまだ、私も掴んでおりませんけれども、商工会は商業の発展のために商品券

を販売するんだと、また、恵まれない方々のために商品券を発行するんだってい

うような形の、そういう精神がですね、なんかこう回数を重ねるごとにちょっと

こう、ずれてっているのかなっていうそんな感じももつところであります。です

から、今後、そういう形でこの後そういうものがあるとすれば、十分やっぱり商



工会と協議をしながら、どういった形で町民の皆さんに公平にこういくようにす

るべきかってこと、やっぱり協議していかなきゃいけないなっていうふうに思っ

てます。今販売してる形が私は決してベストだとは思っておりません。今後対応

していきたいと思います。 

委員長  よろしいですか。 

國部委員 増額に関して、いかがですか、それ答弁いただいてないんですけど、増額に関

して。 

委員長 増額に関して答弁漏れありますので。じゃあ、笹川町長。 

町長 答弁漏れがあったようでございます。商品券の増額っていう話でございますけ

れども、現状、今十分なのかどうなのかっていう検証をまだして、完全にしてお

りません。世帯数も減ってきておりますし、そういった中で、今後どうしたらい

いのかっていうことについては、これから十分検証しながら進めていかなきゃい

けないというふうに思っております。 

委員長 よろしいですか。ほかにございませんか。國部委員。 

國部委員 最後１点だけ。決算書の３６頁、効果表の１３頁になりますが、委託料、地域

活性化事業ということで、ラインアットの方針ですとか、動画の、動画情報発信

等をやっていると思います。このラインアットの発信のですね、目的と言えばい

いんでしょうか、その目標と言えばいいんでしょうか、どこを目指して、ちょっ

とこの効果表なりでは、まちの、地域力の向上に向けた取り組みを行い、町の活

性化を図る部分かなとは思うんですけれども、ちょっとそのラインアットとの絡

みがとか、動画発信に関しての絡みがですね、ちょっとつかめないものですから、

どういった目的、目標に向けての活動なのか、ちょっと教えていただきたいと思

います。 

委員長 坂川総務課長。 

総務課長 はい、ラインアットのみならずですね、フェイスブックなどなども、この事業

効果表の中で言えば、地域情報発信、イベント活動の推進っていうところに当て

はまってくるのかなと思うんですけども、そういった、メディアっていうか、Ｓ

ＮＳを使いながら、ラインアットの更新の中身がどうかっていうのはまた別な問

題で、なるべくそういった情報を、多く発信してくっていうところが、そのライ

ンアット含めた情報発信ということでやらしてもらってます。で、中身について

も、私も詳しくちょっと、内容を全てを見てるわけじゃないのであれなんですけ

ども、不足してる部分もあるのかなっていう部分は感じますが、なるべく多くの

メディアを使いながら、情報を発信していくというところの取組が主なこの事業

の中身というようなことになるかと思います。 

委員長 よろしいですか。國部委員。 

國部委員 動画に関してなんですけれども、令和２年度が１４本かな、で、令和３年度が

１４本かな、令和４年度が３本と極端にこう、差があるわけですけれども、それ

はそれぞれの年度の使い方でいいんですけれども、その動画という資産というか

財産をですね、有効利用していただきたいな。で、平成２８年の３月議会でした

かね、山本議員からホームページにユーチューブの動画配信したらどうかという

質問があって、直ぐは難しいけれどもそういうコンテンツがあればっていう話で

返答があったと思います、まさにこれがそうなんですね、なのでトップページに

これをリンクを貼るなどですね、有効利用して、このせっかく作った財産を有効

利用していただきたいっていうのが私の中であります。で、現在ですね、その動

画、恐らくユーチューブの『旅する遠別』っていうサイトだと思うんですけれど

も、その中で１，０００回再生があるものとか、５０回ぐらいの再生があるもの、

それぞれあるんですけれども、それがどこまで再生数があればどのような評価を

するのかっていう部分でですね、有効利用とともにその財産の評価っていう部分

で、考えなきゃいけない部分ではあるかなと思うんですけれども、その辺いかが

でしょうか。 

委員長 坂川総務課長。 



総務課長 確かにおっしゃるとおり、いろいろな動画配信をされてますので、そういった

ものが、いろいろなところで目に付くような形を取りたいっていうのは私も常々

思っておりますが、なかなかその手法って言うんですかね、どういうところでこ

うリンクを貼って、ホームページに例えば載せるとかっていうのが、そこまでち

ょっと検討できてないっていうところが一番の問題だと思うんですけども、来年

度から新しくホームページもリニューアルされていきますので、そういったとこ

ろは、せっかく、ＮＰＯのほうで事業としてやっていただいてる部分も取り入れ

る方法がいいのかなと、遠別の景色とか、行事とかそういったものを紹介してい

くことで、町のＰＲにつながるものだとは考えておりますので、そういう対応を

していきたいと考えております。 

委員長 よろしいですか、はい。ほかにございませんか。はい、山本委員。 

山本委員 事業効果表の総務管理費の中の、この令和４年度新規。 

委員長 山本委員、何頁でしょうか？ 

山本委員 １０頁です。 

委員長 １０頁。 

山本委員 はい、いいですか、令和４年度新規事業で、都市部との、からの地方への移住・

定住に繋げるために、本町でもテレワークの活用とともに東京での北海道移住フ

ェアに参加しましたとあります。その２２名の相談者があったようですけども、

その中で移住希望者は何人いたのか聞きます。 

委員長 坂川総務課長。 

総務課長 はい、新規事業っていうわけじゃなくてですね、コロナで中止になってたんで、

昨年度再開したという言い方がよろしいでしょうか、で、東京のほうでイベント

のほう参加しましたけども、２２名の中にですね、移住、はっきりと答えた方は

いないんですが、２、３名の方はちょっと興味をもっていただけたのかなという

ような状況になってます。 

委員長 よろしいですか。はい、５番山本委員。 

山本委員 その後のそういうオファーあったっていうか、そういう人達の交流っていうの

は、何かの形ではあるんですかね。 

委員長 坂川総務課長。 

総務課長 こちらの連絡先は相談者の方に伝えているんですけども、その後、問い合わせ

等はございませんでしたので、イベントで遠別の状況をお知らせしたというよう

なことになります。 

 （「はい、わかりました」との声あり） 

委員長 よろしいですか。 

 （「はい」との声あり） 

委員長 はい、ほかにございませんか。はい、５番山本委員。 

山本委員 事業効果表の１２頁、総務管理費、このまちづくり応援寄附金事業で、２０２

１年のふるさと納税の件数が６，４９６件になって、納税額は８，６８２万９，

０００円となってます。２０２２年度の納税額と件数を伺いたいのと、そして、

寄附者に対しての返礼額は何％だったのかお聞きしたいと思います。それで、事

業推進費用にどのような感じで費用をやってたのか、ちょっとその辺も聞かせて

ください。 

委員長 小森経済課長。 

経済課長 はい、まず令和４年度の件数ですが、４，１５５件で寄附額にしまして、５，

９５０万円であります。で、用途別と言いますか、寄附者の方につきましては、

遠農の存続活性化につきまして３５％内訳でありました、２番目に多かったの

が、子どもの育成・文化の保全っていう形で２５％の寄附額ありました、３番目

については、まちづくりに資するものというところで１５％、その次につきまし

ては、農林漁業の推進に関する部分として１０％の使途別の寄附者からの意向が

ありました。それをもとにですね、そのそれぞれって言いますか、町としてはそ

れを活用してた、いうような流れになっております。以上です。 



委員長 よろしいですか。 

 （「はい」との声あり） 

委員長 山本委員、今の答弁で問題ないでしょうか。 

山本委員 わかりました。 

委員長 はい、ほかにございませんか。はい、５番山本委員。 

山本委員 事業効果表の１５頁の総務管理費の中の次世代多目的交流センター管理事業

で、令和３年と令和４年の委託費を比較しますと、次世代多目的交流センター管

理等で委託費が、令和３年よりもこの令和４年の額が８０万円弱となってますけ

ど、これはどうしたのか、ちょっと説明願います。 

委員長 緒方教育次長。 

教育次長 ８０万円増えてるということですが、主にですね、大きなところ、いろいろな

要因はございますが、燃油それから電気料っていうもののアップということにな

りますし、令和４年度に関しましては、１年生が２４名ほど入学して、全体でで

すけども、２４名ほど入学して、そこにいる生徒も増えておりますので、賄い材

料のほうも多少増えているというところの合計、数字となっております。以上で

す。 

委員長 よろしいですか。 

 （「はい」との声あり） 

委員長 ほかにございませんか。はい、５番山本委員。 

山本委員 事業効果表の１６頁、総務管理費の中の遠別高校、遠別高等学校教育振興会助

成金の中の６番目、⑥の宿舎運営費等の助成の中で、１，１５８万５，０００円

の金額ですけども、これ、寮に入ってるね、生徒からちょっと同じような質問２

件あったんですよね、というのは、Ｗｉ-Ｆｉが壊れたまま全くいじってくれな

いと、こういうね、町はね、関係ないかもしれないけども、一応、こういう感じ

で承っているもんですからね、ちょっと聞きます。これ、なかなか直らないんだ

けども、先生に言っても直らないと、直してくれないかと、Ｗｉ-Ｆｉなかった

ら辛いんですと、寮生は思ってるとおり、遠別以外の人たちがほとんどですから、

先生の使ってるＷｉ-Ｆｉは使えるけど、生徒の使っているＷｉ-Ｆｉは使えない

と、だから、ゲームも何もできないっていう流れになってますね、ちょっとおか

しい質問かもしれないけども、これなんかこうね、いい案があれば、伝えていっ

てほしいなと。 

委員長 緒方教育次長。 

教育次長 はい、この和敬寮のほうはですね、北海道の寮ということで、ですが、Ｗｉ-

Ｆｉに、おっしゃるとおり、Ｗｉ-Ｆｉに関しましては遠別町が付けたものにな

ります。で、今年の年度当初になりますが、そのような意見を受けてですね、現

在は直し済みということになっておりますので、はい、この決算のこの数字の中

には、この段階では直したことにはなっておりませんが、今現段階では、直し、

復旧済みということになっております。 

 （「わかりました、はい」との声あり） 

委員長 よろしいですか。 

 （「はい」との声あり） 

委員長 はい、ほかにございませんか。はい、８番國部委員。 

國部委員 すいません、予算時の主要施策の説明の６頁にですね、まちづくり応援基金繰

入金の処分先と言いますか、のリストがでていると思いますが、決算にあたって

これの、これは予算の段階で、これの決算の数字、これから変更があったり増加

があったりっていうのがあると思うんですけれども、これ、ごめんなさい、見逃

してたらごめんなさい、どこかにでてるんでしょうか。 

委員長 暫時休憩いたします。 

 休憩（１０：３６） 

再開（１０：３８） 

委員長 休憩を解き会議を再開します。坂川総務課長。 



総務課長 はい、大変申し訳ありません。当初予算、予算編成の段階では、主要事業の説

明で、ふるさと納税に関する部分の対象事業費の内訳書を作っておりましたが、

決算上、今まで作成しておりませんでしたので、来年度以降、そのような形で対

応させていただきたいと思いますので、ご理解をお願いします。 

委員長  よろしいですか。はい、ほかにございませんか。はい、無いようですので、１

款議会費、２款総務費を終わります。暫時休憩します。１０時５５分まで。 

 休憩（１０：３９） 

再開（１０：５５） 

委員長 休憩を解き会議を再開します。次に３款民生費から５款労働費まで。４７頁か

ら６１頁です。質疑はございませんか。はい、８番國部委員。 

國部委員 はい、決算書の５１頁、効果表の３５頁ですね、アクティブシニア多世代拠点

交流センター運営指定管理料、予算額が１，４２０万のところ、３６０万減額さ

れてます。これの減額理由と算定・算出根拠をお願いします。 

委員長 はい、小林福祉課長。 

福祉課長 お答えします。減額理由といたしましては、これまで内部留保していた資金が

ございまして、それと合わせて社会福祉協議会と協議いたしまして、減額という

運びになりました。 

委員長 よろしいですか。 

國部委員 算出、算出根拠。 

福祉課長 すいません、はい、すいません、お答えします。算出としましては、燃料費、

水道料、電気料の減額に伴うものでございます。 

委員長 はい、８番國部委員。 

國部委員 今年度あれだけこう、燃料費が上がってるのに、その分が今年度下がってるっ

ていう意味でしょうか、ちょっと理解ができないんですが。 

委員長 はい、小林福祉課長。 

福祉課長 はい、当初、５年前ですが、算出、積算した段階で、金額、電気料、水道料、

灯油代など量が、積算の量がしていまして、それと比べて、毎年度利用量が少な

かったという形になりまして、今回精算という形で３００万あまりの返還という

か、返還に合わせて調整させていただいたところでございます。 

委員長 よろしいですか。はい、國部委員。 

國部委員 恐らく、マナピィですとか、そういった施設の場合は、年度年度、燃料費に関

しては見直したり、都度補正したりしてると思うんですけれども、今回その５年

一括、その年度で恐らく余ったり、足りなかったりで、５年間総額で余ったって

いう意味なんですよね、ね、そこが、なぜ年度でやらなかったのか、あとは、ち

ょっとその決算的なところ見てないんであれなんですけど、その社会福祉法人で

したっけ、ですけれども、収益事業に関しては法人税が加算、かかるという認識

でありますが、その法人税の絡みは問題なかったのかということを聞きたいと思

います。 

委員長 小林福祉課長。 

福祉課長 はい、なごーみにつきましては、５年前に新しく設置した施設でございまして、

この間ですね、積算を見直す機会はあったんですが、なかなかですね、コロナの

影響だとか、来館者数の増減の動向がしっかりと押さえられなかったことにより

まして、今回の精算という形にさせていただいております。あとですね、年度契

約に、基本契約は５年間なんですが、年度協定で金額、指定管理料の契約のほう

は決定しているところでございます。法人税の関係ですが、法人税がかかってる

というところは、特に社協のほうからは伺っていないところでありました。 

委員長 暫時休憩します。 

 休憩（１１：００） 

再開（１１：０７） 

委員長 休憩を解き会議を再開します。小林福祉課長。 

福祉課長 お話がありました、法人税の関係につきましては、調べ直しまして、確認して、



また報告させていただきたいと思います。 

委員長 ほかにございませんか。はい、５番山本委員。 

山本委員 事業効果表の３２頁の民生費、社会福祉費の緊急通報システムについてちょっ

と伺います。この高齢者自立支援事業のこの緊急通報システムの運用について、

年々、独居高齢者が増えてるという現状の中で、利用者数は年々この減ってきて

るんですけども、これは要因は何だと思いますか。 

委員長 小林福祉課長。 

福祉課長 はい、お答えします。おっしゃるとおり、独居高齢者の方は増えておりますが、

お体に不都合がある方が少ないというふうな要件でございます。 

委員長 ５番山本委員。 

山本委員 これ、いろんな会合でね、いろんな人たちが話をしてると思いますけどもね、

わからないっていう人も結構聞いてるんだよね、その通報システムはね、このベ

ル押して札幌にね、いくという、その内容もね、理解できないっていう方もちょ

っと聞いたもんだからね。これからやっぱりあれかなと。病院の医者がどうのこ

うのでそれは別ですけどもね、通報システムは本当に貴重かなと、これから、特

に高齢者でもね、やっぱり我慢強いのはわかりますけどね、いや、結構厳しいな

と、私の町内会でもそういうね、人たちが数名いるもんだからね、話したところ

ね、やっぱり知らないと、こういう現状でね。いや、これから特に年齢が結構高

いもんだからね。そういう感じで、なんかの周知をするような形で行ってほしい

かなという感じで、今ちょっと聞いたんです、はい。 

委員長 はい、小林福祉課長。 

福祉課長 はい、これまでも民生委員さんや社協のヘルパーさんを中心にですね、事業周

知をしてきたところなんですが、引き続きですね、これ、今まで以上にですね、

皆さんにお分かりいただけるように周知活動を続けていきたいなというふうに

思っております。 

 （「わかりました、はい」との声あり） 

委員長 はい、では、ほかにございませんか。はい、８番國部委員。 

國部委員 決算書の４９頁、効果表の３４頁、負担金補助及び交付金の件でございます。

これは、友愛苑の改修補助事業の補助金ですね、昨日ですね、行政報告で、今日

の新聞にも出ておりましたが、撤退予定と、撤退意向ということが報じられてお

りまして、行政報告でもされたところでございますが、これ起業化補助金５００

万で５年の事業継続ということをうたっておりますが、より高額なですね、補助、

道も含めればもっと大きな補助が出てると思うんですけれども、この辺のそうい

った似たようなですね、これ補助して翌年この撤退意向というところがちょっと

理解に苦しむというかですね、いう部分がありますので、そういった部分の契約

ですとか、縛りですとか、何かそういった話があったのかどうかというところと、

この後についてのその扱いということをちょっとお伺いしたいと思います。 

委員長 小林福祉課長。 

福祉課長 はい、まず、今回の補助に関しましては、遠別町社会福祉法人の助成に関する

条例に基づき補助をしているところでございます。この条例の中には、使用の制

限の規定はありますが、その返還だとかどうだとかっていうことは、撤退に関し

てに対して返還とかっていうことの細かい規定はございません。それとですね、

補助した段階におきまして、撤退の意向があるというような話は出ておりません

でしたので、そこの部分については想定はしておりませんでした。 

委員長 國部委員。 

國部委員 ルールについては承知いたしました。町としての意向をお伺いします。 

委員長 笹川町長。 

町長 この撤退に関しての話でございますけども、昨日の行政報告、それに尽きるん

だというふうに思っています。ただ、いきなりこう撤退っていうような言葉が、

今年の、昨年度の末になりますけども、今年の３月３１日で、ユニットをやめる

という話が先にあった中でですね、私聞き漏らしたのかもしれませんけども、多



床室の部門についても撤退したいというような話がポコンと出てきたと。で、正

直に申し上げまして、撤退するということは、そのやめるっていうことなんでし

ょうけども、次のその後継、事業の後継企業ってのは、法人っていうのはあるの

かって聞きましたら、ないと。で、ユニットをやめるっていう段階においても、

吉岡経営センターっていうところに依頼をして、委託をして、１０何箇所かの社

会福祉法人、これは障がい者施設も含めてですけども、そこに声かけたけども、

全然受ける意思はないということで、事業継承者は現れなかったと。そういうそ

のお話がありました。で、その段階において遡りますけれども、そのユニットを

やめる段階においては、入所者、そして家族の方に十分説明をするようにと、や

めるっていうことですから、私どもとしては、やめるのをやめてくれっていう権

限もありませんし、で、入所してる方々をどう、その後の対応するんだっていう

ようなことをきちっと説明をして、ユニットの部分についてはやめるようにって

いうことで話して、皆さんといろいろこう協議した中で、多床室に移動した人、

札幌に行かれる人、稚内に行かれる人ってなことでの、終わったわけですけども、

その後先ほどの話にまた戻りますが、撤退をしたいと。で、その、そういう意向

があるって話を私聞かせていただいて、いつなのったら、それは明確にまだなら

ないと、ところが私ども知らない、私の知らない間に理事長が友愛苑に来て、時

期は明確にできないけども、この多床室の友愛苑の多床室部門についても、いず

れやめるとそういう話があったと。で、その話は全然私どもはっきり聞いてない

中で、その後にうちに来たと。で、その段階において、道からも今ここに資料あ

るように、改修費用も補助していただいてると、うちも７００万余りですか、補

助してる。こういう中では、補助金の適正化法の中で３０年っていうような、補

助返還期間があるので、当然やめるっていうことになれば、返還命令きますよっ

ていう話も理事長にもしてました。当然、道がそういう形であれば、うちもそう

いうふうにせざるを得ないということもお話をした。ところが、その辺について

はそんなきついことはないでしょうというような話が安易にこうポンと出てく

るんですよね、ですから、今の理事長さんがどんなふうに考えて、どうしようと

するのか、全くこう読み切れない。で、何でこうなるんですかと、その、例えば、

うちの友愛苑の介護士が確保できないと、十分確保できないから、そしてさらに

は、本部とこの遠別との距離が遠すぎて、十分その効率の上がるような経営がで

きないと、ちょっと言葉違いますけども、そういったニュアンスの話がありまし

てね。で、ちょっと待ってくださいと私申し上げたのは、この友愛苑っていうの

は、旭川に湯らん会が、湯らん会の施設ができて、そして、うちの友愛苑を指定

管理で受託させてくださいと。で、経営させてくださいっていうことで、何年か

した後に、これなら十分直営でできるっていうことで、直営させてくださいって

いうことで、前の町長さんと前の理事長さんの間で信頼関係が出来上がって、今

の現状になってる。そういういきさつを全て頭の中から取り除いてしまって、今

の理事長さんは係数的にも介護士も確保できない。さらには札幌の本部と遠別の

距離が遠すぎる。そういった理由で、撤退したいという話になってきたわけであ

りまして、今現状としては、現状としては私どものほうから継承者ちゃんと探し

ていってきてくださいよという話はして、現状あります。それ以上のことは進ん

でないよな、ということです。 

委員長 よろしいですか。はい、ほかにございませんか。はい、５番山本委員。 

山本委員 事業効果表の３２頁、民生費、社会福祉費、何度か今まで聞いてきました、除

雪サービス事業で受託者は高齢者事業団となってます。使用者が３４名となって

ますけど、これちょっと少なくなってきてるんだね。で、この３４名の人たちが

ね、このサービス受けて、で、何人でね、これ除雪してるのかちょっと聞きます。 

委員長 はい、小林福祉課長。 

福祉課長 はい、作業されている方は実質４名の方で作業をされております。 

委員長 山本委員。 

山本委員 何年か前に聞いたときにも、なかなか事業団で、高齢者事業団でね、手を挙げ



てくれる方はいないと、少ないという話を伺ったことありました。で、４名では

たして３４名の、３４人の人たちのね、除雪、家の前ね、どれだけの四方か分か

らないけども、できるだろうかって、実際。３４か所がそのね、これだけの人数

でね、これちょっと考えていかないとまずいかなと、益々人が、金額ばっかりじ

ゃないと思うんだけどね、これちょっと考えていかなかったら、益々これ離れて、

手挙げる人もね、ちょっと挙げにくいかなと、お願いする人も、いなくなっちゃ

うかなっていう感じなんだけどね、ちょっと聞かせてください。 

委員長 小林福祉課長。 

福祉課長 お答えします。高齢者事業団のほうにお願いをして、事業を実施しております。

で、その中で伺っている中では、４名で玄関前だけの除雪になっておりますので

道路まで長い方もいらっしゃれば、すぐ玄関先という方もいらっしゃいます。そ

のような中で、４名の方にお願いしてやってるというところで、実際今その担い

手がいなくて困っているということは高齢者事業団のほうからは聞いていない

ところで、引き続きお願いしますということで言われておりますので、今後につ

きましては、また改めて考えていかなきゃいけないかもしれないですけど、現状

といたしましては、事業実施できるというふうに考えております。 

委員長 よろしいですか。山本委員。 

山本委員 除雪してる人、何名か話を聞きました。で、除雪する人たちは少なければ少な

いほど入るらしいんだわね。いいわけで、でもやってる人たちは大変な中でやっ

てるんだけど、本当に雪がね、数年前から降る量が本当に多くてね、家の前と言

えどもやっぱり家の前だけで、玄関先ね、何メーターっていうのは大体はあるか

もしらんけども、厳しいみたいだよね。だから、この辺もちょっと改善、改良し

てかなかったら、事業団のほうからは、少なければ少ないほど本当にね、受け持

ちがね、多いかもしらんけども、それだけ収入得るわけだから、その辺ちょっと

考えたらね、ちょっと改善する余地あるかなって思って、これちょっと聞いたん

です。 

委員長 笹川町長。 

町長 除雪の話ですけども、確かに除雪される方大変だというふうに思いますが、そ

うは言いながらも、４人の方除雪してますけども、４人の方でこう、なんて言い

ますか、事業団内部の話まで私立ち入ることはちょっと控えさせていただきたい

と思いますけども、ここの人、こちらのＡの人がちょっと量的に少ないから、何

軒かこっちに回してとかって、そんなやりくりをしながらの４人で玄関先の除雪

をしてもらってるっていう状況で、確かにやってる方大変でしょうけども、ただ

ではないと。ただではないっていうようなことでですね、積極的にもう１軒でも

やらしてくれっていう方もいれば、いや、もう年だから、じゃあ、そうだったら

回すよってような、そんなやりくりをしてやってるっていうのが現状だというふ

うに思ってます。 

委員長 暫時休憩します。 

 休憩（１１：２３） 

再開（１１：２５） 

委員長 休憩を解き会議を再開します。ほかにございませんか。無ければ、３款民生費

から５款労働費まで終わります。次に６款農林水産業費から９款消防費まで。６

１頁から７４頁までです。質疑はございませんか。５番山本委員。 

山本委員 はい、事業効果表の４３頁、農林水産事業、農業費というところの、遠別猟友

会についてちょっと聞きます。令和４年度で有害鳥獣駆除において実働メンバー

はこれ何人いたんでしょうか。また、新規狩猟資格者はこれ何名いたのか。で、

その人たち実働してるのか、これ動いてるのかちょっと聞きます。 

委員長 小森経済課長。 

経済課長 はい、令和４年自体の実施隊につきましては、１３名おります。で、新規につ

いてはございません。で、今年度現在でいくと１名減に残念ながらなっておりま

す。 



委員長 ５番山本委員。 

山本委員 したら、資格は、助成遠別町でしたけども、資格は取ったけども、結局は現場

に行ってないということなんですよね、４年度は。 

委員長 小森経済課長。 

経済課長 そうですね、資格はありましたけど、なかなか活動は、その女性の方について

はできなかったということです。 

委員長 よろしいですか。 

 （「はい」との声あり） 

委員長 ほかにございませんか。５番山本委員。 

山本委員 はい、今の農林水産事業の中でね、ヒグマとかキツネとかカラスとか、このシ

カとかヒグマの駆除とかって、この載ってますけど、今、農家の人たちから、２

名の方からちょっと相談を受けたんですよね。何かったらこれアライグマなんで

すよね。アライグマのね、それは担当は役場ですよね、罠を掛けてどうのこうの

ってね、やってんのは。これ、猟友会ではないんだけども、ちょっと外れるかも

しらんけど、質問はね。被害がすごく多くて、その被害があったときに役場に電

話して、役場職員に来てもらうと、して罠を掛けると。して罠を掛けて、罠を掛

けるんですけども、餌とかドンドンドンドンこうね、餌をやりながらね、アライ

グマを捕獲すると。そういう農家の人たちがこういうちょっと補助金は出ないの

かと、それで、なんとかならないかと。して猟友会に任されないのかと、こうい

う問題は。ヒグマじゃなく、アライグマの話なんです、はい。で、町としても、

このなんかこう、援助かなんかね、支援できないかなっていう話なんですね、私

は、はい。で、アライグマの被害がね、本当にあのね、シカもどうのこうのって、

毎年５００頭前後ね、５００頭まで上限かい。やってるんだけども、アライグマ

のこの被害っていうのは、農家以外は町にはアライグマ出ても被害っていうのは

聞いたことがないんだけど、やっぱり実質農家の人たちは、アライグマの被害が

すごいと、なかなか厳しいなとこれはね。だけど、３が…４月から６月までが繁

殖期でアライグマはね。して、３頭から４頭出産しますと。して、繁殖力もすご

いんだけども、雑食だから何でも食べちゃうと。だから、その４月から６月の間

はそれ以前に、もう春先ね、以前にもね、捕獲ドンドンしていかないと増える一

方であって、おそらく農林の人たちもこういう話はね、農家の人から直接聞いて

ると思うけども、その辺はちょっと、話聞かせてください。 

委員長 小森経済課長。 

経済課長 はい、まず山本委員おっしゃるように、アライグマにつきましては、令和３年

時では２３０頭捕獲ありました。４年につきましては２９０頭。で、今年度につ

きましては、今、８月末現在で、もう既に２４５頭捕獲されてます。で、これに

つきましては、町と農協のほうで連携して取り組んでおりまして、農家さんの協

力も得ながら、町職員も含めて、実施隊っていう形では、設置・見回りっていう

ことで対応しています。今後、確かに猟友会ともちょっとお話はしてるところで

ございますが、今現在、シカ、クマの対策、今年度につきましては、クマの対策

費についても箱罠の移動だとか、そういうところを見直しさせて、追加計上させ

ていただいて、対応しているところであります。このアライグマにつきましても、

ちょっとやっぱり本当に増えてるっていうところで、また何か違った形っていう

ことも、まず、今現状また見極めながら、また新年度に向けてどういった、結構

うちの係の負担、農協の負担っていうのも結構多くなってきます。それを踏まえ

て、北海道の総合交付金、捕獲事業の補助もその辺も視野に入れながら、また採

択に向けて、ちょっといろいろ、ちょっと今年度、あまりにも増えてるっていう

ところも踏まえて、やっぱり猟友会ともやっぱり連携していかなきゃなんないん

で、その辺の話をしながらまた考えていきたいなという、現状ではそういう考え

でおります。 

委員長 ５番山本委員。 



山本委員 被害に遭われている農家の人と直接話はしてるのかなという感じなのと、それ

から、やっぱりこういう話をね、被害に遭った人にね、こういう状態なんだって

現状をね、話してね、皆さんかなり苦労なさってんです。なんぼかその色つけて

くれと、いや、すいません、言葉ちょっと間違えました。ちょっと援助してくれ

ないかと、いろんな面で捕獲するのは手伝うと、で、そういう感じでいくらでも

農家の人は手伝いますとこれは、もう自分たちの死活問題だから。その辺ちょっ

とね、横道にそれるかもしれないけども、この辺もちょっと検討に入って、入れ

てください。 

委員長 小森経済課長。 

経済課長 はい、既に、ちょっと言い忘れましたけど、箱罠の購入に対する助成は行って

おりまして、その捕獲に対するっていうところにつきましては、またその辺踏ま

えまして、また検討っていうか、現時点では言えませんけど検討していきたいと

思っております。 

委員長 よろしいですか。 

 （「はい」との声あり） 

委員長 ほかにございませんか。無ければ、６款農林水産業費から 9款消防費まで終わ

ります。次に１０款教育費から１５款予備費まで。７５頁から８９頁です。質疑

はございませんか。はい、６番白幡委員。 

白幡委員 効果表のですね、すいません。効果表の８３頁、いや、８２、８３で、学習セ

ンターの改修工事２件、行ってると思うんですけども、ほかの、今年度ほかの工

事と同じく、同じ時期に、こういう工事ということで、この工事まだ前の年にも

できなかったのかなっていう、時期的にそういう検討はなかったのかなというこ

とでお願いします。 

委員長 緒方教育次長。 

教育次長 はい、今年のこの事業につきましては、３年計画の１年目というふうになって

おります。ですので、この計画もですね、３年ごと少しずつやろうということで

計画しております。以上です。 

委員長 ６番白幡委員。 

白幡委員 このようにね、５，３６０何某のお金、工事費なんだけど、それ以前に少額で

もできるような工事ではなかったのかなっていう気はしてるんですけど、その辺

も含めてお願いします。 

委員長 緒方教育次長。 

教育次長 はい、この工事に至った理由というのがですね、マナピィのちょうど、ホール

の真上になります。雨漏りが、屋根からの雨漏りが大量に発生しまして、屋根の

ホールのちょうど屋根の裏、屋根裏のところに、大量の水が溜まっていました。

で、その水がですね、悪さをしながらほかの、ホールのほかの照明室ですとか、

そういうところにですね、流れ込んできたというのが１つあります。そのほかに

は、壁のひび割れ、クラック等のところから入ってくるという２箇所のところか

らの雨漏りということで、雨漏りですので、舞台照明機器ですとかそのほかの機

器がありますので、ちょっと予断の許さないような状況となりましたので、昨年

から３年間かけて直そうということで計画しまして、令和４年度が１年目という

ことでスタートしているものでございます。ですので、屋根だけ、屋根だけ直せ

ばいいというものではなくて、壁やそれから屋上の防水等も含めてですね、計画

したものでございます。 

 （「はい、わかりました」との声あり） 

委員長 よろしいですか。 

 （「はい」との声あり） 

委員長 はい、ほかにございませんか。８番國部委員。 

國部委員 決算書の８１頁、効果表の８２頁、生涯学習センター指定管理料なんですけれ

ども、光熱費、燃料費の増加で、当初より１５０万の増額補正を行ったというふ



うに記憶しておりますが、今年の遠別商工会のですね、マナピィの決算管理運営

特別会計の決算報告書によりますと、燃料費、光熱費合わせてですね、１３０万

ぐらいですか、赤字が出てるんですけれども、ここの補正額はですね、妥当だっ

たとお考えでしょうか。 

委員長  緒方教育次長。 

教育次長 はい、この補正額に関しましては、商工会側からですね、不足分という数字を

上げていただいた上での、それと今現存残っている数字との差し引きの中での補

正ということになっておりますので、商工会側とよく話をした上での補正という

ふうに認識しておりますし、そのことに関して足りないという話も商工会側から

は聞いておりません。以上です。 

委員長 ８番國部委員。 

國部委員 ということは、商工会側からもう少し額の要求があれば出したということでよ

ろしいでしょうか。 

委員長 佐藤教育長。 

教育長 お答えいたしますが、要求があったから全て出すかっていう部分ではなく、そ

れが正当であれば、当然、考えるだろうし、あまりにも過剰であればちょっと考

え違うじゃないのかっていう相談になろうかと思いますので、今の質問について

ちょっとお答えっていうのはちょっと、難しいかなと。安易に商工会が言いなり、

来たからそれが、あくまでもその数字を今までの実績を見て、あと残りの部分を

見ての判断になると思いますので、言いなりにはならないと思いますので、そこ

はお互いの協議ということでご理解をいただければと思います。 

委員長 よろしいですか。８番國部委員。 

國部委員 言いなりって言ってるわけじゃなくて、燃料費、光熱費で、まあ、ほかである

程度使ってないお金があるんで、最終的には６０万ぐらいの赤字にはなってるん

ですけれども、燃料費と光熱費だけで１３０ぐらいの不足が決算上出ておるん

で、もう２００出せとかそういう話ではならないと思うんですよね。ただ、あと

１００とか、増額あってもその光熱費の不足分には足りないぐらいの増加だと思

うんで、出した分、要求された分出せっていう意味ではなく、この不足してるっ

ていう会計、決算を見て、結果妥当だったと考えるか、もう少し要求があっても

出せたっていうふうに考えるかっていうところをお伺いしてるんであって、出せ

ば、要求された分出せっていうわけじゃなくて、この会計を踏まえての話をして

います。 

委員長 佐藤教育長。 

教育長 ちょっと、私自身がちょっと理解できないんですけれども、その全体枠の中で

考えるべきだと思ってますので、して、商工会自体もですね、前に、税の話に戻

るんですが、ここの部分については、あまり剰余金を出したくないという思いで

ございます。その分で剰余金出すことによって消費税がかかるという、多くなる

という部分も聞いてございますので、先ほど隣の施設も同じことなんですが、そ

の税金が、消費税がかかる部分については、当然、うちは含んで助成してますの

で、あえて剰余金を出すことによってさらに増えるっていうことも、そこまで必

要ないというような商工会の考えもありましたので、全体を見ての補助というこ

とでご理解をいただきたいというふうに思っております。 

委員長 暫時休憩します。 

 休憩（１１：４１） 

再開（１１：４７） 

委員長 休憩を解き会議を再開します。ほかにございませんか。４番白井委員。 

白井委員 決算書のほうでございますけれども、８１頁、郷土資料館費、その中で修繕が、

やる予定だったやつがやらなかったのか、１６万４，０００円ほど計上してあり

ますけれど、使ったのが４万４，０００円と。これは何かやろうとしてやらなか

ったのか、その辺ちょっとお聞きしたいと思います。 



委員長 緒方教育次長。 

教育次長 はい、すいません、申し訳ありません。郷土資料館の修繕料としては、１０万

円がありますので、これ随時修理のものでありまして、壊れたときに直すという

ふうにもっていたものであります。で、そのほかにはですね、消耗品で４万円で

すとか、それから食料費、光熱費等がございまして、１６万っていう数字になっ

ております。すいません。随時修理の実績はありません。昨年に関しましては、

修理したところはないということになっております。 

委員長 よろしいですか。４番白井委員。 

白井委員 資料館の辺りを見ますと、東屋、一番大事なあの東屋が今使われないように赤

いテープが貼ってありました。これは直す予定はあるんですか。昨年の３月の定

例会のときに私、この郷土資料館について一般質問いたしましたけども、貴重な

郷土資料館でございますんで、毎年、経費をかけて直しながらやっていただきた

いとそういうふうに思いますけども、その点どうでしょうか。 

委員長 緒方教育次長。 

教育次長 はい、郷土資料館に関しましては、とても古い建物ということは皆様ご存知だ

と思います。その中で委員おっしゃるとおり、郷土資料館の中に関しましても、

外側から見ましても、修理が必要な部分ですとか、ちょっとこの今、随時修理の

中では到底直せないような大きな修繕をしなければならない部分ですとか、いろ

いろあるんですけれども、費用対効果も含めまして、今後計画的に考えていきた

いと考えております。東屋に関しましても、そのまま直したほうがいいのか、そ

れから撤去の方向に向かったほうがいいのかということで、今後検討しながらで

すね、慎重に進めていきたいというふうに考えております。以上です。 

委員長 よろしいですか。 

 （「はい、よろしいです」との声あり） 

委員長 ほかにございませんか。５番山本委員。 

山本委員 事業効果表の８１頁のこの社会教育費、遠別町合宿のふるさと事業補助金。一

般財源２９万円なんですけども、これ、昨年これ２９名、二方の学校の生徒が２

９名、引率者いれて２９名ですけども、これ、どういうふうにこれ周知したのか。

して、この２つの学校以外にはこういう話は来なかったのか。それちょっと聞き

ます。 

委員長 緒方教育次長。 

教育次長 はい、まず周知の方法ですが、ホームページに掲載しているのと同時にですね、

スポーツセンターのほうにはなりますが、チラシみたいなものを常設しておりま

す。で、例年来ていただいてるこの２団体っていうことにはなるかもしれないん

ですけども、そこ以外の問い合わせ等という（聞き取り不能）方はゼロではあり

ません。問い合わせはあったんですが、もっと条件のいいところなのか、距離と

してやはり近いところなのか、そういういろいろなその利用される方の条件には

なりますが、現実には至っていないということになっております。以上です。 

委員長 ５番山本委員。 

山本委員 ２９名の引率者含めてのね、この生徒の人たちがこう合宿来て、で、遠別町と

の、町民とのふれあいというのは、これどういう感じでふれあいしてるのか。こ

の効果には書いてるけども、遠別町、町民とのふれあいっていうのはどういう場

面なんでしょうかね。 

委員長 緒方教育次長。 

教育次長 はい、必ずですね、町民とふれあわなければならないという要綱にはなってな

いんですね。合同練習等というような要綱にはなっておりますので、練習をして

帰られても駄目ということにはならないんですけれども、過去にはですね、中学

生との練習試合ですとか、それから、温泉に泊まっていただいてる記憶がありま

すので、温泉等とですね、温泉の方といろいろふれあったりですね、温泉入りな

がら来たお客さんとふれあっていただいているのかなというふうには思ってお



ります。以上です。 

委員長 はい、ほかにございませんか。無ければ、１０款教育費から１５款予備費まで

終わります。歳出全般について質疑を受けます。８番國部委員。 

國部委員 先ほどらいお伺いしてます、指定管理料についてお伺いします。なごーみに関

しては、５年一括で見直したという部分、で、マナピィに関しては、年度年度で

見直してるという部分をお伺いしております。で、相手が広域団体ですとか、福

祉法人ということで、まあね、利益出したくないっていう話は、いろいろと話が

ありましたので、そこは理解するわけなんですけれども、道の駅がですね、今１

期、１期目というか、初回の５年の内にあって、今年度も当初予算どおり支払わ

れておりますが、この相手方っていうのが、その通常の法人というか、利益追求

法人と言いますか、そういった部分で、その商工会や社協などとはちょっと対応

が変わってくるのかな。で、そんだけ余ったからそのまま返してっていう話もち

ょっと通じ辛くなると思うんですけれども、その辺ですね、今年も見直してない、

その辺ですね、５年を目途に見直すつもりなのか、年度の契約なのか、その辺で

すね、その相手方の利益も含めてどのようにお考えなのかをお聞きしたいと思い

ます。 

委員長 小森経済課長。 

経済課長 はい、この道の駅、また温泉につきましては、基本５年間の協定の中で、その

都度、年度ごとに年度協定結びまして、事業費につきましても、双方協議の上、

変更していくっていう考えで、過去には燃料急に高騰しましたんで、燃料対策と

して、７００万ほど補正させていただいたっていう経緯もございます。新年度に

つきましては、道の駅につきましては、同じ額っていう形で、その辺につきまし

ても、掛かる金額っていうことは、私らの必要経費含めまして、道の駅側とも協

議した結果でございます。そのときにまた、いろいろ燃料費、いろいろ実績部分

を含めまして、変動があった場合はまた、その都度変えていくという考えではあ

ります。 

委員長 ８番國部委員。 

國部委員 先ほどらい、協議の上ということでお話伺っておりますが、１つ、１点だけで

すね、忘れていただきたくないのが、役場の立場としては優越的地位にいると考

えます。あくまでもですね、この金額っていうと、あんまりこう反論というかで

すね、なかなか言うことを聞かざるを得ない部分も無きにしも非ずと考えますの

で、その辺のですね、立場をよく考えてですね、濫用に当たらないような協議を

進めていただきたいと思いますが、その辺の意識はございますでしょうか。 

委員長 笹川町長。 

町長 お答えをしたいというふうに思います。優越的地位の濫用をあんまりしないよ

うにという意味だっていうふうに思います。そうは言いながらも、町の施設の中

で、町民の皆さんが後ろについてらっしゃるんで、ただ単にその 1団体と町とい

うよりも、町民の皆さんがどう捉えるか、どう感じとるかってことが最善の策だ

というふうに私は思っております。その町民の皆さんの意見を聞きながらの交渉

って言いますか、契約っていう形になろうかというふうに思い、どちらもそのプ

ラスなっていいっていうことはなかなか、これ、できえないことだってふうに思

ってますので、その辺につきましては先ほども話ありましたように、その都度ま

た相談もさせていただいて、より良い方向にいければなというふうに思っており

ます。以上です。 

委員長 よろしいですか。ほかにございませんか。無いようですので、以上で歳出を終

わります。昼食のため休憩します。１３時１５分まで。 

 休憩（１２：００） 

再開（１３：１５） 

委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。はい、先ほど國部委員の法人税に対して

の答弁がございます。小林福祉課長。 

福祉課長 はい、先ほど質問のありました法人税の関係ですが、社会福祉協議会に確認し



たところ、法人税の支出はしていないということで確認できましたので、報告い

たします。 

委員長 はい、よろしいですか。はい、それでは続いて歳入について款を合わせて行い

ます。１款町税から５款株式等譲与所得割交付金まで。１頁から５頁までです。

質疑はございませんか。無ければ、１款町税から５款株式等譲与所得割交付金ま

で終わります。次に６款法人事業税交付金から１２款分担金及び負担金まで。５

頁から９頁です。質疑はございませんか。無ければ、６款法人事業税交付金から

１２款分担金及び負担金まで終わります。次に、１３款使用料及び手数料１４款

国庫支出金。９頁から１７頁までです。質疑はございませんか。はい、８番國部

委員。 

國部委員 １１頁の住宅使用料の件ですね、決算書の１１頁です。これ、公営住宅なんで

すけれども、空き部屋についてお伺いしたいと思います。現状の空き部屋が、使

用可能な空き部屋の数を教えてください。 

委員長  はい、髙田建設課長。 

建設課長 ちょっと、今現在数字を押さえておりませんので、後ほど回答させていただき

ます。 

委員長 はい、８番國部委員。 

國部委員 はい、数はまあさておき、ゼロではないという話ですよね。で、そこについて

ですね、対策として所得制限とかいろいろあると思いますし、これを見直すつも

りはあるのかというのと、例えば、見なし特公賃として扱うかとか、そういった

対策があればお聞かせ願いたいと思います。 

委員長 髙田建設課長。 

建設課長 はい、一応、対策としましては、まず１点目が随時募集、今年から始めており

ます。それと、あわせて、今後、見なし特公賃のほうを追加で使用したいと考え

ております。あと、所得制限については現在のところ考えておりません。 

委員長 はい、ほかにございませんか。無ければ、１３款使用料及び手数料１４款国庫

支出金を終わります。次に１５款道支出金から１６款財産収入まで。１７頁から

２３頁までです。質疑はございませんか。無ければ、１５款道支出金１６款財産

収入まで終わります。次に１７款寄附金から２１款町債まで。２３頁から３０頁

までです。質疑はございますか。はい、６番白幡委員。 

白幡委員 １７款１項１目で、遠別町まちづくり応援寄附金なんですけど、前年度比に対

して、大幅に減収となった要因はどのようなものなのか教えてください。 

委員長 小森経済課長。 

経済課長 はい、まず大きな理由といたしまして、やっぱり遠別高校さんの商品っていう

ところも考えられます。あとは、あと事業者の関係によりますけど、商品数って

いうところも十分な確保はできないっていうところも、大きな要因かなというと

ころで、全国的に見ますと、上がってるところは上がってる町村と、下がってる

ところは下がってる。寄附額総体としては上がってるようなんですが、遠別町と

しては、下がってるというような状況で、なかなかその個人のことですんで、な

かなか分析っていうのは難しい部分もあるんですが、一定程度調べたんですが、

１，０００人程度は、去年、一昨年と、同じ方が寄附されてるという中で、その

ほかの富裕層って、一定の方じゃない人がやっぱり大きく減ってるなというよう

な内容でございます。 

委員長 ６番白幡委員。 

白幡委員 これ町としてもやっぱり、かなり危機感があると思うんですけども、今後の増

収に向けたね、その対策というか、考えてるところがあれば教えてください。 

委員長 小森経済課長。 

経済課長 はい、これにつきましては、今年度の予算につきましては、広告費、少ない予

算で効果的なことをっていうところで、１件のサイトに掲載と、あとは全国版の

じゃらんに掲載していくと、あと、昨年、以前ちょっとサイトを増やして対策し



てきました、その中でやっぱり、今年については２社に絞ってですね、利用率の

多いところからっていうところで、２社に絞ってより充実させて、取り組んでい

こうというような内容で取り組んでおります。 

委員長 よろしいですか。 

 （「わかりました」との声あり） 

委員長 はい、ほかにございませんか。無ければ、１７款寄附金から２１款町債まで終

わります。以上で款ごとの質疑を終了し、歳入全般について質疑を受けます。以

上で歳入を終わります。次に一般会計財産に関する調書について質疑を受けま

す。８番國部委員。 

國部委員 財産１７４頁だと思うんですけれども、湯らん福祉会にですね、無償貸与して

いる土地があると思うんですが、その明細というか、大きさ等教えていただきた

いと思います。 

委員長 坂川総務課長。 

総務課長 ちょっと確認させて、後ほど答えさせていただきます。 

委員長 ほかにございませんか。はい、８番國部委員。 

國部委員 １８３頁、基金の件なんですけど、まず１点、先ほどらい、まちづくり応援基

金に関してですけれども、これ、目的ごとに寄附をいただいてると思うんです。

で、その目的ごとに処分をしてると思うんですけれども、残額のですね、目的ご

との額というか、そういったのが分かれば教えていただきたいのが１点と、まず

それでいいです、はい。 

委員長 小森経済課長。 

経済課長 はい、これについてはちょっと、後ほど資料確認して答えますので、よろしく

お願いします。 

委員長 はい、國部委員。 

國部委員 はい、同じく１８３頁なんですけれども、ほかの自治体なんですけど、山口県

でですね、２０２０年にセンチュリーを買って、で、これに関して違法判決が出

ているという事件がございました。で、この町、遠別町ではですね、自動車購入

基金から直接支出して、自動車を購入して、その何て言うんでしょう、償還金だ

け一般会計に入れてると思うんですけれども、これ購入のときにですね、ほかの

基金いろいろ、ふるさと創生、まちづくり応援基金もそうですし、キャッスルガ

ー国際交流基金もそうですけれども、一旦、一般会計に入れて、その用途につい

て議決をしていると思うんですけれども、これ、自動車購入の際ですね、一般会

計に繰入れて購入という手法を取るつもりはないんでしょうか。 

委員長 坂川総務課長。 

総務課長 はい、申し訳ございません。自動車購入基金につきましては、基金条例の中で

ですね、払い出し価格は、自動車の取得金として償還として一般会計から３か年

で返還するというような規定になってますので、他の基金とは別にですね、一般

会計に入れてという取扱いにはならないので、そういった基金から直接購入する

というような形で購入することになります。 

委員長 ８番國部委員。 

國部委員 それは十分、分かってての質問なんですけれども、で、そういうふうに、無駄、

今の状況はそういう運用はないとは信じているんですけれどね、無駄な経年して

ない車を買い替えようとか、なんとかそういう部分で、議決の必要があるのでは

ないかと、こういう山口県のようなね、山口県のその議決方法はちょっと、購入

経緯は分からないんですけれども、そういった事件の無いような手続きを経るべ

きではないかと、今条例は分かってます。それでそういうふうに変更する考えは

ないかという質問でした。 

委員長 坂川総務課長。 

総務課長 はい、確かに疑念を抱く可能性があるっていうのは、おっしゃるとおりなのか

なと思います。ただですね、今後、基金を使わないで、電気自動車の購入とかに



ついては、地方債の対象事業となりますので、そういった物を購入する場合にあ

っては、一般会計で予算化して購入するというような形になりますので、誤解の

無いような取り扱いをしながら、基金の運用していきたいっていうふうに考えて

おります。 

委員長 よろしいですか。はい。 

委員長 坂川総務課長。 

総務課長 すいません、ちょっと付け加えさせていただくと、この自動車購入基金につき

ましては、 運用基金ということになっていますので、一般会計に入れなくても、

こっから直接運用できるということでのご理解をまずお願いしたいと思います。 

委員長 はい、では、ほかに、よろしいですか。はい、ほかに無ければ、以上で、一般

会計財産に関する調書の質疑は終わります。 先ほど國部委員からの質問の答弁

がございます。髙田建設課長。 

建設課長 はい、先ほどの空室の戸数だったんですけども、今日現在空いてる戸数が一応

使える住宅で、１７戸ということになっております。 

委員長 よろしいですか。はい。はい、では、先ほどの國部委員の質問に対する答弁あ

りますので、小森経済課長。 

経済課長 はい、先ほどのふるさと納税の目的ごとの積立額なんですが、ちょっと、今こ

れから作成しますので、はい、ちょっとお時間いただければと思いますんで、よ

ろしくお願いします。 

委員長 暫時休憩します。 

 休憩（１３：３５） 

再開（１３：３７） 

委員長 休憩を解き会議を再開します。先ほどの國部委員からの質問に対する答弁がご

ざいます。坂川総務課長。 

総務課長 はい、遅くなり申し訳ございませんでした。湯らん福祉会のほうに無償貸与し

てる土地の面積ですが、４，６８８．３㎡になります。 

委員長 よろしいですか。８番國部委員。 

國部委員 はい、４，６００平米ってことは、３．３平米、１，４００坪ぐらいになりま

すよね。はい、結構広いなという部分で、これも含めての今回の話もされている

ってことで、これも込みでその今回の撤退の話、交渉なりも話してるっていうこ

とでよろしいですよね、はい。 

委員長 笹川町長。 

町長 土地の件については、無償譲渡っていう形で今は来てます。いや、無償たい、

ごめんなさい。無償貸与っていう形できてますので、お金の動きっていうのはな

いと、ない状況の中で今まで来てます。それでその撤退っていうことになると、

それを私どもが撤退っていうことで認めると、例えば、撤退ってことで代わりの

業者が、法人が入ってきたっていうことになると、それはそのまま貸与っていう

形にしないとまずいと思いますし、その辺でその財産の動きがあるっていうこと

になれば、また逆に言うと、去年やったその工事の関係の絡みも多分出てくると

いうふうに思いますので、私の今頭の中にあるのは、そのまま、土地はそのまま

貸与するという形で動きたいというふうに思ってます。 

委員長 よろしいですか。はい、次に認定第１号、令和４年度遠別町一般会計決算全般

について総括質疑を受けます。以上で認定第１号、令和４年度遠別町一般会計決

算全般についての総括質疑は終わります。 

委員長 次に認定第２号、令和４年度遠別町国民健康保険特別会計について歳出から行

います。１款総務費から９款諸支出金。９７頁から１０７頁まで一括で質疑を受

けます。質疑はございませんか。以上で歳出を終わります。 

委員長 続いて歳入について、１款国民健康保険税から６款諸収入まで。９１頁から９

６頁まで一括で質疑を受けます。質疑はございませんか。以上で歳入を終わりま

す。 



委員長 次に国民健康保険特別会計財産に関する調書について質疑を受けます。質疑は

ございませんか。質疑はございませんか。以上で国民健康保険特別会計財産に関

する調書の質疑を終わります。 

委員長 次に認定第２号、令和４年度遠別町国民健康保険特別会計全般についての総括

質疑を受けます。質疑はございませんか。以上で認定第２号、令和４年度遠別町

国民健康保険特別会計決算全般についての総括質疑を終わります。 

委員長 次に認定第３号、令和４年度遠別町後期高齢者医療特別会計について歳出から

行います。１款総務費から３款諸支出金。１１２頁から１１３頁まで一括で質疑

を受けます。質疑はございませんか。質疑はございませんか。以上で歳出を終わ

ります。 

委員長 続いて歳入について、１款後期高齢者医療保険料から４款諸収入まで。１０９

頁から１１１頁まで一括で質疑を受けます。質疑はございませんか。質疑はござ

いませんか。以上で歳入を終わります。 

委員長 次に認定第３号、令和４年度遠別町後期高齢者医療特別会計決算全般について

総括質疑を受けます。質疑はございませんか。質疑はございませんか。以上で認

定第３号、令和４年度遠別町後期高齢者医療特別会計決算全般についての総括質

疑は終わります。 

委員長 次に認定第４号、令和４年度遠別町簡易水道特別会計について歳出から行いま

す。１款衛生費から２款公債費まで。１１９頁から１２２頁まで一括で質疑を受

けます。８番國部委員。 

國部委員 決算書の１２０頁、効果表でいうと９２頁ですね、公営起業会計適用事業とい

うことで、委託しておりますが、来年度、来年度、平成６年度からですか、公営

企業会計を適用するという認識。 

 （「令和」との声あり） 

國部委員 令和ね、令和、令和６年度から適用するという認識ですが、これの移行に際し

てですね、いろいろ固定資産の情報とか、資産管理が曖昧で、なかなかこれを確

定するのが大変だという話があるんですけれども、この事業を下水と合わせてで

すね、９，４３０万で予定価格が組まれてて、で、結果、合計で５，５００万で

落札率５８％で落札されております。で、そういった複雑な業務なんですけれど

も、この落札率で大丈夫なのかというかね、多少、心配がありまして、効果がは

っきりするのは、来年度なのかもしれないですけども、その前の話をすると、前

の年の基本設計業務が、１，０９０万で予定されてたのが、９２０万ですか、か

なりこう安く落札されていたように記憶して、その効果が今年度出ていると思わ

れます。この心配してた部分ではあるんですけれども、実際この業務が進むにあ

たって、特にその支障がなく、滞りなく進んでいるのかということをお伺いした

いと思います。 

委員長 髙田建設課長。 

建設課長 はい、先ほど言われました、今回の業務の予定価格については、昨年実施した、

昨年度っていうか令和３年度ですか、に実施した基本計画の中の業者が指定した

っていうか、積み上げた金額になってるんです。で、それの前に、その前段にで

すね、やれる業者っていうのが何社かありますので、お話聞いてる中では、もっ

と安い、今の固定資産評価のやつは安い価格があって、実際そこの安い価格の業

者が今回落札したっていうことになってます。ですので、業務内容については問

題なく進んで終了しておりますので、ご理解いただきたいと思います。 

委員長 よろしいですか。 

 （「はい」との声あり） 

委員長 ほかにございませんか。質疑はございませんか。以上で歳出を終わります。 

委員長 続いて歳入について、１款使用料及び手数料から５款町債まで。１１５頁から

１１８頁まで一括で質疑を受けます。質疑はございませんか。以上で歳入を終わ

ります。 



委員長 次に簡易水道特別会計財産に関する調書について質疑を受けます。質疑はござ

いますか。質疑はございませんか。以上で簡易水道特別会計財産に関する調書の

質疑を終わります。 

委員長 次に認定第４号、令和４年度遠別町簡易水道特別会計決算全般について総括質

疑を受けます。質疑はございませんか。８番國部委員。 

國部委員 はい、先ほどお伺いいたしました、令和６年度からの、に企業会計へ移行する

ということで伺っておりますが、この公営企業会計、そのルールなのでしょうが

ないとは思うんですけれども、これのメリットとデメリットというかですね、町

民に与える影響等がありましたら、その水道料金とかですね、そういった部分で

ありましたら、メリット、デメリット含めてお教えいただきたいと思います。 

委員長  髙田建設課長。 

建設課長 メリット、デメリットというか、質問の回答になってるかあれなんですけども、

基本的には資産管理が会計上のですね、資産管理が整理できますよっていうのが

メリットになります。ただ、今回の企業会計の適用に伴って、水道料金を見直し

て資産を、資産というか会計でつうつうにするっていうか、歳入歳出イコールに

するっていうような考えは、今のところ考えておりませんので、町民に対する影

響っていうのは特にないっていうことで、ご理解いただければと思います。 

委員長 よろしいですか。はい、ほかに質疑はございませんか。以上で認定第４号、令

和４年度遠別町簡易水道特別会計決算全般についての総括質疑は終わります。 

委員長 次に認定第５号、令和４年度遠別町下水道特別会計について歳出から行いま

す。１款下水道費から２款公債費。１２９頁から１３２頁まで一括で質疑を受け

ます。質疑はございませんか。質疑はございませんか。以上で歳出を終わります。  

委員長 続いて歳入について、１款分担金及び負担金から７款町債。１２４頁から１２

８頁まで一括で質疑を受けます。質疑はございませんか。質疑はございませんか。

以上で歳入を終わります。 

委員長 次に下水道特別会計財産に関する調書について質疑を受けます。質疑はござい

ませんか。質疑はございませんか。以上で下水道特別会計財産に関する調書の質

疑を終わります。 

委員長 次に認定第５号、令和４年度遠別町下水道特別会計決算全般についての総括質

疑を受けます。質疑はございませんか。質疑はございませんか。以上で認定第５

号、令和４年度遠別町下水道特別会計決算全般についての総括質疑を終わりま

す。暫時休憩いたします。１４時１０分まで。 

 休憩（１３：５７） 

再開（１４：１０） 

委員長 休憩を解き会議を再開いたします。次に認定第６号、令和４年度遠別町介護保

険特別会計について事業勘定ごとに行います。保険事業勘定の歳出について、１

款総務費から６款諸支出金。１４４頁から１６１頁まで一括で質疑を受けます。

質疑はございませんか。質疑はございませんか。以上で保険事業勘定の歳出を終

わります。 

委員長 続いて保険事業勘定の歳入について、１款保険料から８款諸収入。１３４頁か

ら１０４、失礼しました、１３４頁から１４３頁まで一括で質疑を受けます。質

疑はございませんか。質疑はございませんか。以上で保険事業勘定の歳入を終わ

ります。 

委員長 次に介護サービス事業勘定の歳出について、１款総務費から２款サービス事業

費。１６５頁から１６６頁まで一括で質疑を受けます。質疑はございますか。質

疑はございませんか。以上で介護サービス事業勘定の歳出を終わります。 

委員長 続いて、介護サービス事業勘定の歳入について、１款サービス収入から４款諸

収入。１６３頁から１６４頁まで一括で質疑を受けます。質疑はございませんか。

質疑はございませんか。以上で介護サービス事業勘定の歳入を終わります。 

委員長 次に介護保険特別会計財産に関する調書について質疑を受けます。質疑はござ

いませんか。質疑はございませんか。以上で介護保険特別会計財産に関する調書



の質疑を終わります。 

委員長 次に認定第６号、令和４年度遠別町介護保険特別会計決算全般について総括質

疑を受けます。質疑はございませんか。質疑はございませんか。以上で認定第６

号、令和４年度遠別町介護保険特別会計決算全般についての総括質疑を終わりま

す。 

委員長 次に令和４年度遠別町立国保病院事業会計決算審査にかかる監査委員の意見

書について質疑を受けます。質疑はございませんか。無いようですので、以上で

監査委員の審査意見についての質疑を終わります。 

委員長 次に認定第７号、令和４年度遠別町立国保病院事業会計について、収益的収入

及び支出について一括で質疑を受けます。質疑はございませんか。８番國部委員。 

國部委員 決算書の８頁、８頁の医業費用のとこ、ロなんですけれども、前年度の比較す

ると、３行目ですね、９０７万５，６３８円増額になったとあるんですが、１２

頁の③の事業費に関する事項で見ると、８５８万５，６３８円となってます。こ

の違いは何なのかということと、あとは、その主な要因として、経費の増額と挙

げて、挙げられておりますが、今の１２頁の表を見るとですね、圧倒的にこう、

資産減耗費が多く、撤去費が嵩んだと思うんですが、こちら経費となっている特

段の理由があれば教えてください。 

委員長 齊藤病院事務長。 

病院事務長 はい、大変申し訳ございません。決算書の中で今ご指摘の部分で、金額と文言

の記載誤りがございました。今ご指摘の決算書の８頁の事業報告書（１）概要〈医

業収益及び医業費用〉のロの部分で、３行目の金額、４行目の文言の部分でござ

います。正しい金額につきましては、９０７万５，６３８円の部分が、８５８万

５，６３８円、また、次の４行目の主な要因の経費の増額の部分が、資産減耗費

の増額となります。訂正してお詫び申し上げます。差し替えのほうお配りいたし

ます。大変申し訳ございませんでした。 

委員長 暫時休憩します。 

 休憩（１４：１８） 

再開（１４：１９）※休憩中に差し替え配付 

委員長 休憩を解き会議を再開いたします。先ほどの國部委員のほうの質問は大丈夫で

しょうか。はい。はい、８番國部委員。 

國部委員 効果表の１０２頁にですね、職員公宅の設計業務が１００、調査で１６０万で

すね。で、医師住宅の解体工事に７６０万っていうことで、合計９２０万。で、

決算書の中に、収益的支出の中で借り入れた企業債は９３０万とあって、この１

０万、恐らくこの１２頁の一番下の１０万の部分なのかなとは思うんですけれど

も、これちょっと何の分か教えていただけますか。 

委員長 齊藤病院事務長。 

病院事務長 はい、その１０万円の部分につきましては、診療所のアスベスト調査のほうの

１０万円ということで、この決算書のほうには記載されない金額でございます。 

委員長 失礼しました。マスクを外してもう一度答弁願います。齊藤病院事務長、今の

答弁もう一度お願いします、はい。 

病院事務長 はい。 

委員長 はい、齊藤病院事務長。 

病院事務長 すいません、ちょっとお時間いただければと思います。 

委員長 ほかにありませんか。暫時休憩いたします。 

 休憩（１４：２４） 

再開（１４：２５） 

委員長 再開します。齊藤病院事務長。 

病院事務長 大変申し訳ございません。この１０万円については、診療所建設事業の中のア

スベストの分析調査、これの委託料の起債借入れの金額でございます。 

委員長 はい、よろしいですか。はい、８番國部委員。 



國部委員 ということは、１５頁の決算書の、１５頁の支出でいうとこの委託料に、の一

部に充てられているという解釈でよろしいということですか。 

委員長 齊藤病院事務長。 

病院事務長 はい、そのとおりでございます。 

委員長 よろしいですか。はい、ほかにございますか。ほかにございませんか。以上で

収益的収入及び支出についての質疑を終わります。 

委員長 続いて資本的収入及び支出について一括で質疑を受けます。質疑はございます

か。質疑はございませんか。以上で資本的収入及び支出について質疑を終わりま

す。 

委員長 次に認定第７号、令和４年度遠別町立国保病院事業会計決算全般について総括

質疑を受けます。８番國部委員。 

國部委員 はい、昨日の一般会計の補正のときにお伺いした、６年度以降の決算に関して、

特別会計でという話を伺っておりました。で、先ほど水道会計のところで、わず

かながら、メリット、企業会計になるメリットとして、資産の資産管理が明確に

なるということでいただいております。で、実際、この病院会計に関して、今回

も赤字１，３００万でしたっけ、こう、赤字なり、黒字なりってこう、発表され

るのが明確に発表されてですね、その経営状況が分かりやすいという部分でです

ね、感じるんですけれども、その特別会計、企業会計ではなく、特別会計にする

その理由というかですね、企業会計を採用しないというところをお聞きしたいん

ですけれども。 

委員長 坂川総務課長。 

総務課長 町全体の会計の話もございますので、ちょっと私のほうから答えさせていただ

きます。企業会計を適用、今回、診療所ということで、適用しなければならない

っていう選択肢ではなくなります、まず。そういった中で、企業会計にすること

によって、収益、未収金等で管理するということで、通常の一般会計等とは違っ

て、総計主義ではなくて、資産とか財産の管理をしながら運営してくっていうよ

うな形になるものが、企業会計であるんですけども、一番のメリットというかで

すね、企業会計を選ばない理由としましては、まず、一般会計と同様にですね、

決算統計等をですね、作業的な取組っていうかですね、企業会計にすると、また

事務的に煩雑になる部分もございますので、そういった部分を考えると、一般会

計と同様な会計を選択することができるのであれば、その方法でもいいのではな

いかというところで、現在、別な特別会計っていうようなことを考えております。

簡単なほうを選ぶっていうような解釈にも取られるんですが、そこについてはで

すね、事務方も専門的に企業会計等を担当する職員がいるわけでもございません

ので、実際、委託等により会計なんだっけ、公認会計士等にお願いして決算等、

会計処理手伝ってもらってる状況がありますので、そういった部分を簡略化して

いくっていう部分もございまして、特別会計で行いたいというような考えをもっ

ております。 

委員長 よろしいですか。はい。ほかにございますか。無ければ、以上で認定第７号、

令和４年度遠別町立国保病院事業会計決算全般についての総括質疑を終わりま

す。先ほど國部委員からの質問についての答弁がございます。小森経済課長。 

経済課長 先ほどの基金の積み立ての関係なんですが、今作業中でございます。ちょっと

本委員会では、ちょっと報告できませんので、明日の議会内での報告になろうか

と思いますんで、よろしくお願いいたします。 

委員長 よろしいですか。はい。以上をもって、認定第１号、第２号、第３号、第４号、

第５号、第６号及び第７号にかかる審査は全て終了いたしました。これより委員

会としての結論を出すことになりますので、説明員の方々の退席を求めます。暫

時休憩いたします。説明員の方には開会時間はおって連絡いたします。委員会室

での待機願います。 

 休憩（１４：３３） 

再開（１４：３６） 



委員長 休憩を解き会議を再開いたします。只今から委員会としての結論を出します。

認定第１号、令和４年度遠別町一般会計歳入歳出決算認定について、お諮りいた

します。本案件は討論省略、採決してよろしいですか。 

 （「異議なし」との声あり） 

委員長 異議なしと認め採決を行います。認定第１号、令和４年度遠別町一般会計歳入

歳出決算認定について、原案のとおり認定することに賛成の諸君の起立を求めま

す。 

 （全員起立） 

委員長 起立全員であります。したがって、認定第１号は原案のとおり認定すべきもの

と決しました。認定第２号、令和４年度遠別町国民健康保険特別会計歳入歳出決

算認定について、お諮りいたします。本案は討論省略、採決してよろしいですか。 

 （「異議なし」との声あり） 

委員長 異議なしと認め採決を行います。認定第２号、令和４年度遠別町国民健康保険

特別会計歳入歳出決算認定について、原案のとおり認定することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

 （全員起立） 

委員長 起立全員であります。したがって、認定第２号は原案のとおり認定すべきもの

と決しました。認定第３号、令和４年度遠別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算認定について、お諮りいたします。本案は討論省略、採決してよろしいです

か。 

 （「異議なし」との声あり） 

委員長 異議なしと認め採決を行います。認定第３号、令和４年度遠別町後期高齢者医

療特別会計歳入歳出決算認定について、原案のとおり認定することに賛成の諸君

の起立を求めます。 

 （全員起立） 

委員長 起立全員であります。したがって、認定第３号は原案のとおり認定すべきもの

と決しました。認定第４号、令和４年度遠別町簡易水道特別会計歳入歳出決算認

定について、お諮りいたします。本案は討論省略、採決してよろしいですか。 

 （「異議なし」との声あり） 

委員長 異議なしと認め採決を行います。認定第４号、令和４年度遠別町簡易水道特別

会計歳入歳出決算認定について、原案のとおり認定することに賛成の諸君の起立

を求めます。 

 （全員起立） 

委員長 起立全員であります。したがって、認定第４号は原案のとおり認定すべきもの

と決しました。認定第５号、令和４年度遠別町下水道特別会計歳入歳出決算認定

について、お諮りいたします。本案は討論省略、採決してよろしいですか。 

 （「異議なし」との声あり） 

委員長 異議なしと認め採決を行います。認定第５号、令和４年度遠別町下水道特別会

計歳入歳出決算認定について、原案のとおり認定することに賛成の諸君の起立を

求めます。 

 （全員起立） 

委員長 起立全員であります。したがって、認定第５号は原案のとおり認定すべきもの

と決しました。認定第６号、令和４年度遠別町介護保険特別会計歳入歳出決算認

定について、お諮りいたします。本案は討論省略、採決してよろしいですか。 

 （「異議なし」との声あり） 

委員長 異議なしと認め採決を行います。認定第６号、令和４年度遠別町介護保険特別

会計歳入歳出決算認定について、原案のとおり認定することに賛成の諸君の起立

を求めます。 

 （全員起立） 

委員長 起立全員であります。したがって、認定第６号は原案のとおり認定すべきもの

と決しました。 認定第７号、令和４年度遠別町立国保病院事業会計決算認定に



ついて、お諮りいたします。本案は討論省略、採決してよろしいですか。 

 （「異議なし」との声あり） 

委員長 異議なしと認め採決を行います。認定第７号、令和４年度遠別町立国保病院事

業会計決算認定について、原案のとおり認定することに賛成の諸君の起立を求め

ます。 

 （全員起立） 

委員長 起立全員であります。したがって、認定第７号は原案のとおり認定すべきもの

と決しました。以上をもちまして、本特別委員会に付託されました案件の審査は

全部終了いたしました。これをもちまして、令和４年度遠別町各会計決算審査特

別委員会を閉会いたします。お疲れ様でした。 

 


